
3日め 

朝食後、特別に許可をいただいて J ヴィレッジのピッチに入らせていただきました。現在は様々なイベントで使用され、よく

手入れされたピッチは、非常に心地よく、生徒たちは走り回って楽しんでいました。 

 

午前 

研修⑥：原子力機構 楢葉遠隔技術開発センター長（GLHS校卒業生）による講演 

震災後の除染作業や放射線に関わる市民の方々への説明など、多くの活動についてご講演いただきました。また、株式会

社東北エンタープライズ様のご協力による遠隔ロボット操作体験をさせていただきました。このロボットは廃炉作業で放射

線量が重要な役割を担っています。 

 

講演後、貸し切りバスにて仙台空港へ移動し、昼食ののち午後便に乗って帰阪しました。 

生徒たちは現在、研修の報告書を各自で作成しています。 

多くのことを学んだ研修でした。まとめるには時間がかかるでしょうが、関わってくださった方への感謝とともにこれから自

分たちが生きる社会にとって大切なことを考える機会となったことと思います。 

 

★ご協力くださった主な会社等 

日本原子力研究開発機構の楢葉遠隔技術開発センター：HP 

株式会社東北エンタープライズ：HP 

 

多くの方のご支援とご協力により、行うことができました。本研修に関わってくださった皆様に改めて感謝申し上げます。 

https://naraha.jaea.go.jp/
https://www.tohoku-enterprise.com/

